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**************************************************************** 

*_.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:* 

*_.:☆:._.:☆:._                               _.:☆:.__.:☆:._* 

*_.:☆:._.:☆:._  自然法算命学  人の巻鑑定    _.:☆:.__.:☆:._* 

*_.:☆:._.:☆:._                               _.:☆:.__.:☆:._* 

*_.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:._.:☆:* 

 

◆人の巻 運命鑑定書◆ 

 

 

□宿命（陰占）□ 

 

西暦 1954年 3月 9日 大運 9歳運 

 

   生 生 生 生 

   時 日 月 年 

 

          甲  丁  甲 

         子  卯  午 

 

   戌亥天中殺  

 

□宿命（陽占）□ 

     

            ｜貫索星｜天極星 

      －－－＋－－－＋－－－ 

     玉堂星｜石門星｜司禄星 

      －－－＋－－－＋－－－ 

    天恍星｜調舒星｜天将星 

 

 

 

 

 

 

□後天運（大 運）□ 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

旬¦ 歳¦干支¦主星¦従星¦  甲子    ¦   丁卯   ¦   甲午   ¦天中殺¦天中殺現象¦変剋律¦ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

初¦  9¦戊辰¦禄存¦天堂¦半会      ¦害       ¦          ¦   ¦     ¦   ¦ 

 2¦ 19¦己巳¦司禄¦天胡¦          ¦          ¦          ¦   ¦     ¦   ¦ 

 3¦ 29¦庚午¦車騎¦天極¦天剋      ¦破       ¦比和 自刑 ¦   ¦     ¦   ¦ 

 4¦ 39¦辛未¦牽牛¦天庫¦害       ¦半会      ¦支合      ¦   ¦     ¦   ¦ 

 5¦ 49¦壬申¦龍高¦天馳¦半会      ¦          ¦          ¦   ¦     ¦   ¦ 

 6¦ 59¦癸酉¦玉堂¦天報¦          ¦天剋      ¦          ¦   ¦     ¦   ¦ 

 7¦ 69¦甲戌¦貫索¦天印¦          ¦支合      ¦大半      ¦天中殺¦天中殺現象¦変剋律¦ 

 8¦ 79¦乙亥¦石門¦天貴¦          ¦半会      ¦          ¦天中殺¦天中殺現象¦変剋律¦ 

 9¦ 89¦丙子¦鳳閣¦天恍¦比和      ¦旺刑      ¦対沖      ¦   ¦     ¦   ¦ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

□数理法（八門法）□ 

 

                 ２１ 

                  ｜ 

            ０－６６－１６ 

                  ｜ 

                 ３２ 

 

■守護神■ 

  卯月  庚  丙丁戊己 

 

  丁   第一守護神 妻の母、部下、子供、仕事 

     

      燈火や薪炭のような人工の火とみます。  

      人工の火ですので必ず薪の燃料を必要とします。  

 

      陰丁 灯火－タイマツや生活に使用する火 

            方位は南方、色は淡紅（紅が薄い、黄色がかった赤）、ローソ 

     クがもつイメージの色、オレンジ色。 

            自然界の事象に置き換えて灯火、たき火、陰火 

      灯火は小さい範囲の暖かさ明るさで「孤明」といいます。丁火 

     は初めは小さな灯火ですが、何らかの変動で一気に燃え上がって 
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     周りを巻き込みことがあります。「孤明」から山火事になる可能 

     性があります。 

      丙火が文明を象徴しいてることに対して、丁火は文化、感性、 

     の伝達の象徴です。 

 

■忌神■ 

  水性、木性 

    後天運、壬、癸、甲、乙の年は、運気の動きが滞ります。 

 

■極■  極は、運勢のポイントをにぎっており、扇の要に相当します。  

  丁  子供、社会、仕事 

 

■天中殺■ 

 

   ■戌亥天中殺■   戌亥(１０月、１１月）戌年、亥年 

 

  ・  戌亥天中殺 中央中殺世界といい、細木和子女史の六星占星術で 

    は、土星人と説かれているようです。 

 

    ・本質：智。 

    ・役目：この世に「智の世界」を形成する。 

    ・場所：世の中より一歩後退し、前線を支える。 

    ・方法：無形、無限の世界。 

 

     伝統の中に自己を見いだし、そこから新しい物を発見しようとす 

    る。無形の精神的世界に喜びを見つけようとする質があります。世 

    の中の最前線より一歩後退した立場で補佐することを役目とする。 

    家系において身内と異質の質を有し、人生を独力で切り開こうとす 

    る。現実を無視しやすく理想・空想を追い求めやすい。精神形成の 

    中で自己の世の中に対する現実のあり方が問われる世界であります。 

 

 

 

 

 

◆性格診断◆ 
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    組織の中で自分本位の行動をとろうとしがちです。時に独裁者的要 

   素を現します。組織の中で下のものに対してワンマンになりがちです。 

    時代の変化をつかみ、時間の活用がうまいところがあります。 

 

 

    独立自営の世界、自主自営の精神です。 

    集団行動が嫌いです。組織に入ると体制に反発します。人生を単独 

   で生きようとします。マイペースです。 

    他人の恩恵を受けることが嫌いです。他人に恩を売ることも嫌いで 

   す。 

 

 

    組織の要、現代においては総務部、人事部等の部署において能力を 

   発揮しやすいです。 

    過去に受け継がれてきた伝統を組織に反映して、組織を守ろうとす 

   ることができます。伝統からはみ出ることは本意ではありません。 

    世の中が平和な時代に力を発揮できます。 

 

 

    未来を見る力はありませんが、今日明日を見る力を持ち合わせてい 

   ます。 

    自分自身の意志で行動と思考をコントロールできるところがありま 

   す。時代や組織の流れに合わせて生きることができる人です。 

    周りとの協調性が良く、集団でも単独行動でも力を発揮することが 

   できます。 

 

 

    組織において潔癖、完璧を求めたり、自分に求めたりしがちです。 

   集団における補佐役、または顧問的範囲の世界で力を発揮しやすいで 

   す。 

    内面に相当の自意識、自尊心を所有しています。 

    周りの人と協調しますが、本人は周りに自分の心を許すことができ 

   ないところがあります。 
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    急がず、あせらずの人生を渡りやすいです。 

    自分の力量の範囲内で家庭を守り、生活基準を保とうとします。 

 

 

    非常に家庭を大切にする意識は持ち合わせていますが、それよりも、 

   仕事や人付き合いを優先してしまうため、家族の中では理解されない 

   行動をとりがちです。 

    組織においては毎日毎日の積み重ねを実践し、個人主義的集団活動 

   となりがちです。 

    日常生活は地味です。 

    大志を持つと晩年に達成する形となります。 

 

 

    自分に対して純粋であり、他人が入り込むことに対しては神経質で 

   あるため、集団行動に適していません。 

    家庭の財力形成のために働こうとする気質があります。家庭経済に 

   立脚した商売をなそうとします。 

    個人商売に向いています。個人商売においてライバルが多いほどに 

   競争心が強まり、行動力が出てきます。 

 

 

    完璧を求め妥協を許さない気質と、世の中の常識を受け取ろうとす 

   る気質の狭間で葛藤を所有する星の組み合わせです。 

    常識の中の非常識・博学の世間知らずともいうべき質で、頭が良く 

   感性は見事ですが、現実面に疎い人となります。精神性が非常に強い 

   ため、都会のような現実に追いまくられる生活は向きません。田舎あ 

   るいは自由な生活に向く人です。 

    社会通念は理解しているのですが、社会通念に合わせることはでき 

   ない気質を持ち合わせています。 

    博学ですが常識のないところがあります。 

    内面に反骨精神が強いため、学問や芸術等の精神的世界のみで生き 

   ることに、その能力を発揮することができます。 

 

 

    現実的世界で知恵を発揮しようとし、企画力、計画力の才能を持ち 
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   合わせています。宿命に車騎星または牽牛星があると、さらに現状を 

   良くしようと自ら進んで学習、研究するようになります。 

 

 

 

 

■貫索星という自立の星があります■ 

 

頑固です。自分のペースを守ります。ライバルが現れやすい星です。自分を優先す

る人です。自分の心を守ろうとします。 

小さい集団の要になろうとします。 

目上の兄弟姉妹との縁が深い星です。 

 

・ 稼働法 

 

貫索星は同姓の兄弟・姉妹がいると稼働が早くなります。 

人と対抗する意識があるので、自分なりの考え方、生き方、思想をしっかり持てる

かどうかで、運勢の稼働が大きく違ってきます。 

まず、精神的に自立する意識を持って社会に向かうとき、この星が稼働を始めます。

人と違うもの、人に無いものを自分なりに身につけようとする意識が、貫索星が稼

動するポイントとなります。人にない何かを持とうとすること、そのことによって

「自己確立」をすることが大切です。 

唯一、親友のアドバイスは素直に聞く事が大切です。良き親友が得られるかどうか

が大切です。 

守ること、自分の魂、人の魂が平穏でいられるようにするには、自分がどうあるべ

きかを、自分に問う意識に目覚めたとき、この星が最も輝き始めます。 

 

    ○貫索星の稼働法 

 

    自立する意識を持つことです。 

    そのためには人にない何かを持とうとすることであります。 

    そのことによって「自己確立」をすることが大切です。 

 

    誰かを守りたい。誰かのために守りたい。という意識が持てる時、 

   貫索星が稼働を始めます。 
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    吉作用 自分の中の貫索星が稼働しているかを確認する方法。 

     外面  集団の要、組織ずくり、 

     内面  行動力、自立心、独立心。内面は重々しく、ゆったり 

        鈍重である。 

 

    凶作用 自分の中の貫索星がくすぶっているしている時の現象 

     外面  孤独、一人っ子、独立独歩、兄弟縁が薄い。 

     内面  気軽で軽快、活発になる。 

 

 

 

■石門星という協調性の星があります■ 

 

友達を作ろうとします。組織を形成しようとします。友人や組織を大切にします。

組織を守ろうとします。 

物事の動きや組織の動きを見ようとします。時代を見ようとします。判断力が優れ

るようになります。組織や集団との縁が深いです。 

思想やイデオロギーを持って集団を統一させようとする意識があります。 

目下の兄弟姉妹との縁が深い星です。 

 

・ 稼働法 

 

石門星は和合、協調の星です。 

異性の兄弟がいるとこの星が稼働を始めます。友人、友達しだいで運勢の動きが大

きく違ってきます。組織や人間関係を客観的に把握しようとする星です。世の中の

現実、自分が関わる組織や人間関係で、和合やまとまりを形成する為に行動を起こ

すとき、この星が輝き始めます。組織の平和とまとまりを形成する為、そのまとま

りの理論武装（イデオロギー、思想）を持って行動するとき、石門星が最も輝きま

す。平和な組織を形成する為の思想を作り上げる事が、この星を輝かせるポイント

となります。 

 

    ○石門星の稼働法 

 

    人として対等、平等に接することができるかどうか、そして、清濁 

   併（あわ）せのむがごとく、自分と考えが異なる人も受け入れる器の 

   大きさの度合いに応じて、運勢の稼働が大きくなります。 
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    組織やグループ活動の中で、平行感覚、平等意識、達観できる感性 

   を意識できる時、石門星が稼働を始めます。 

 

    吉作用 自分の中の石門星が稼働しているかを確認する方法。 

     外面  和合性、異性の友人、兄弟、社交性、説得力 

     内面  感が鋭く、物事にたいしはっきりする。頭の回転が速 

        い。 

 

    凶作用 自分の中の石門星がくすぶっているしている時の現象 

     外面  戦い、闘争、アウトロー 

     内面  物事が投げやり、頭の回転が鈍く機敏性がない。ぼん 

        やりしたり、うっかりしたりする。 

 

 

 

■調舒星という直感にすぐれた星があります■ 

 

空想力があり、一人でものを考えたりすることが得意で、好きです。心理的な葛藤

も大きく、神経質です。反発心を内に秘め、本心を出そうとしない星です。 

潔癖主義です。完璧主義です。自分に厳しいです。他人に厳しいです。孤独で寂し

がり野です。あまのじゃくです。反発反抗心があります。 

直感に優れています。人の心を見抜きます。記憶力が早いです。 

子供や部下との縁が深く、思い入れをしてしまいます。 

 

・ 稼働法 

 

調舒星は不平不満、神経質、間接的伝達（芸術や音楽）の星。 

悩みの多い星で、何事においても不満が高まりやすい星です。この星を稼働させる

には、一人の時間を持つことであります。一人で物思いにふける時間を持つことで、

調舒星が稼働を始めます。 

調舒星は、潔癖主義、完璧主義です。 

目に入ってくる情報の中で、直感的にその本質を見ぬくところがあります。学生の

頃は暗記力がありますが、記憶を持続することは苦手です。人と会話すると、その

人の心の本質を鋭く見ぬいてしまいます。 

 一人、物事の本質を追及しようとする意識に目覚めるとき、調舒星が最も輝くよ
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うになります。 

 

    ○調舒星の稼働法 

 

    調舒星の稼働のポイントは、一人の時間をつくることです。一人に 

   なって自分を活かせる時間と方法をつくることです。 

    仕事で成功するには、一人でできる仕事を始めることです。 

 

    吉作用 自分の中の調舒星が稼働しているかを確認する方法。 

     外面  経済力、表現力、時代を見抜く目を持ち新しい時代を切 

        り開く。 

     内面  内面は用心深く慎重である。社交性、明るい。 

 

    凶作用 自分の中の調舒星がくすぶっているしている時の現象 

     外面  感受性強く孤独である。多弁で口うるさくなる。 

     内面  自分だけの世界にはいる。反発、反抗、執念深い。 

 

 

 

■司禄星という積み重ねて努力する星があります■ 

 

目の前のことを大切にします。一つ一つのことを大切にしてこなしていこうとしま

す。石橋をたたいて渡ります。蓄財のための財を形成しようとします。 

男女ともに家庭を大切にします。恋愛において特定の異性を大切にします。 

女性にとっては家庭、男性にとっては妻との縁が深い星です。 

 

・ 稼働法 

 

司禄星は蓄積、家庭。 

司禄星は、努力と積み重ねの星です。経験主義のところがあって要領が悪いですが、

コツコツ、自分なりの方法で実になるように、積み重ねて行く星です。一気に結果

を求めないことが大切であります。一つ一つ積み重ねて努力出きる星です。ですか

ら、未来に向けて、おおきな目標に向かって積み重ねていこうとするとき、いつか

はおおきな実りとなります。結果を求めず、一つ一つ積み重ねていこうとすること

が、実は、最もこの星が輝くことになります。 

    ○司禄星の稼働法 
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    結婚したら家庭を優先することです。家庭が人生の土台になる星で 

   す。 

 

    この星は努力することができる星です。積み重ねることができる星 

   です。自分の目標ができたら、一つ一つ身につけていくことができま 

   す。それは、天才型ではありませんが、身に付いた才能は、天才型に 

   引けを取りません。時間をかけて焦らないことです。最後に勝者とな 

   ります。 

 

    吉作用 自分の中の司禄星が稼働しているかを確認する方法。 

     外面  温厚堅実、庶民性、常識的、内剛外柔。金儲けがうま 

        い。 

     内面  内面は明るくさわやかな気分を所有する。まじめにな 

        り、こつこつ積み重ねる行動をとる。 

 

    凶作用 自分の中の司禄星がくすぶっているしている時の現象 

     外面  我欲強くしつこい。貪り、物惜しみ 

     内面  内面は暗くしっとりした気分を持つ。陰気、暗い。 

 

 

 

■玉堂星という理性的に思考する星があります■ 

 

知恵・学問の星。創造力、企画力にすぐれ、様々なことに興味を持ち、頭を使うこ

とが好きで得意です。また母性本能を有し、面倒見が良いです。 

伝統を大切に考えます。保守的です。学問の世界で能力を発揮します。過去に学ぼ

うとします。理論的に理解しようとします。納得すればそれで良しとするところが

あります。 

伝統、歴史を受け継ごうとします。 

過去との絆が切れると、物事を直感で判断しようとします。甘えん坊で依頼心が強

くなります。 

母親と縁が深い星です。母親の星ですので、母の愛、家庭の愛、慈愛の気を持ち合

わせています。女性が持つと面倒見の良い人となります。 

 

・ 稼働法 
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玉堂星は、古典、伝統。 

この星は文献や書物、形に残された過去の知恵、伝統に学び、伝統を受け継ぎ、過

去の遺産、伝統を守ろうとする星です。ですから、親の跡を受け継ぐ星でもありま

す。 

この星を最も輝かせるには、自分が学びたい世界で、良き師（先生）につくことで

す。師匠しだいで運命の動きが大きく違ってきます。 

先ず、何を学びたいのか、はっきりさせなくてはいけません。中途半端であると、

依存心と甘えが動き出し、物事の判断を直感で行い、理性的でなくなります。そし

て、甘えの構造は異性への依存心となって、色事（異性間のトラブル）の問題とな

りやすいです。 

母親との縁が深く、母親との会話と、母親の理解を得て、母親の励ましがあると、

この星が多いに稼働を始めます。そのうえで、自分が学びたい世界で良き師につく

ことがベストです。 

 

    ○玉堂星の稼働法 

 

    母親の愛情と良き師に出会えるかが開運のポイントです。それは、 

   本人の中で先ず母の愛情を確認できているかどうかが重要であるとい 

   うことです。 

 

    学習の環境を常に自分が構築できるかどうかに運勢の稼働のポイン 

   トがあります。そして、あらゆるものの過去に目を向け、過去に受け 

   継がれてきたものから学ぶことで運勢が稼働します。 

 

    吉作用 自分の中の玉堂星が稼働しているかを確認する方法。 

     外面  創作、習得能力、学問の知恵、記憶力 

     内面  内面はおしゃれで清潔になる。 

 

    凶作用 自分の中の玉堂星がくすぶっているしている時の現象 

     外面  神秘的、神懸かり的、霊感的要素強くなり、感が鋭く 

        なる。 

     内面  内面は鷹揚（ようよう）で無神経な性情となる。 

 

 

★肩に現れる星★  
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 肩に現れた星は青年に達する以前のものの考え方になります。主に子供の 

頃に表れる性格や希望を現わします。しかし、大人になれば消えてしまうの 

でなく、老年に達しても性格の一部に持ち合わせています。 

 

天極星・・・自己主張することなく、周りの人の意志を、無意識に受け入れて 

     いく初年期です。感覚、直感が鋭く、子供の頃、急に病気になった 

     り、異常な行動を起こすことがあります。親に気に入られることを 

     意識しながら育ちます。 

 

 

    天極星は、有形の世界が無となり、無形の世界のみが有の存在とな 

   っていることを表わしている星であります。それは、現実の有形の世 

   界に対し、意識的影響を及ぼすことが無力であることを表しています。 

    天極星を人間の人生におきかえると、肉体の静止、精神の異次元へ 

   の出発を表し、肉体の存在を亡くし精神あるいは霊魂のみが存在する 

   死の直後の世界を表している星であります。ただし、精神の異次元へ 

   の出発は現世に対する影響力を及ぼせない世界であります。 

    人間の死とは、肉体と精神のバランスが崩れた結果であり、それは、 

   アンバランスの極に至ったことを表しています。そして、それは異次 

   元への出発を表しています。 

    このような意味合いより、天極星は現実の世界に対して無力であり 

   抵抗できない星であります。すなわち、無形の精神世界に対しては力 

   及ぶ人であるが、現実の世界に対しては環境のなされるがままの影響 

   を受ける人であります。それは、時に霊感となって発動します。 

    天極星を持つ人の最大の特徴は、自然あるいは環境とともに人生を 

   過ごす運であり、社会が平和であれば自分自身も平和であり、動乱期 

   であれば自分自身の運も動乱となります。それは、自己の想念に関係 

   なく現実の状況を受け入れてしまうということであります。 

 

    自由な発想をし、精神的分野に才能を見せます。空想力があり、霊 

   感も備えた星です。ただし現実面と行動力に欠けます。 

    心の世界を一言で表現するとなすがままの心であります。心の中に 

   拒否反応があったとしても、現実的態度としては表面に現れにくくな 

   ります。傍目には「お人好し」「人のいい人」に見られてしまいます。 

    天極星の役目は、「無の世界」から発せられた夢を一つの型に作り 
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   上げる事に喜びを感じる世界であります。そのために、技術、霊感、 

   哲学、宗教性、技術的学問（医学、技術職、知的専門職）等の世界で 

   力を発揮しやすく、現実の世界の善悪、上下の世界等に無頓着で、た 

   だ、無形の世界の啓示を追求することに喜びを感じる星であります。 

 

    なすがままの心。 

    陽転すると星の動きが現実の現象として現れ、回帰、原点に返ろう 

   とし、人の影響に流されやすくなります。心は無欲となります。 

    陰転するとエネルギーが内向して精神面の現象として現れ、自我心 

   強く、夢多き心となります。 

 

 

 

★左足に現れる星★ 

 

 ここは主に青年期から壮年期にかけて発揮されるもので、人生の目的や役 

目意識はここから生まれます。正確には２０代から４０代までの間です。ま 

た職業の中で現れる職業意識や社会観が生まれてくるところです。 

 

天将星・・・一代の強運。経済、名声は中年以降安定する。女性は夫運を破 

     る。 

      人生の価値観の転換が弱い星です。よって、現実に強く壮年期 

     中年期を順当に進もうとします。そして、大きく発展させようと 

     する意識があります。 

      自己確立できているかどうかで、精神的安定が大きく異なる中 

     年期です。 

 

 

    天将星は、陽の極みを表し、有形の現実と、無形の精神の気が、と 

   もに陽の極に達したことを表す星であります。 

    天将星は山の頂上に到達した姿を表す星であります。 

    天将星が所有する気は「極み」であり、「極まる」という特質があ 

   ります。陽の極を社会生活の頂点にたとえれば、陰の極は社会生活の 

   底辺であります。すなわち、上の皇帝となるか下の皇帝となるか、換 

   言すれば国を追われた王となるか、国をうち立てた王となるかのどち 

   らかであるといえます。 
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    去る者を嫌い、来る者を好み、自我心と頑固さはどの星よりも強く 

   自分の心に常に忠実であります。 

    若年、幼少の頃はおとなしく、目立たない子供であります。 

 

    心の世界を一言で表現すると指導者であろうとする心であります。 

    天将星に与えられた役目は、自分の理念と信念を打ちかざし万民を 

   率いて新しい人間世界を切り開くことだけであります。それだけに、 

   若い頃より現実的に苦労したり、親の恩恵にあずからない環境によっ 

   て鍛えられることで、運の開花を自ら切り開くことができるようにな 

   るのであります。 

    帝王は天下を制するか落ち武者になるかのどちらかであります。 

 

    指導者であろうとする心。 

    陽転すると星の動きが現実の現象として現れ、自我が強く主義主張 

   を曲げない人となります。強引であります。 

    陰転するとエネルギーが内向して精神面の現象として現れ、非常に 

   用心深く、神経質、心配性となり、小心な性格となります。 

 

 

 

★右足に現れる星★ 

 

  ここは５０代以降の晩年期になって発揮されますが、人生の究極において 

どのような人間性と悟りを持つかが分かる場所です。ある意味において、生 

きぬいてきた社会に対する価値を見つけだすところでもあるわけです。ここ 

の星が強いと扱い難い年寄りとなり、弱い星であれば温厚な老人となるわけ 

です。 

 

天恍星・・・晩年期においても異性への関心が強い、気持ちの若い老人です。 

     風流を好み、孫や若者、若い異性への関心が強い晩年期です。 

 

 

    天恍星は、陽の極の世界へはいる直前を表しており、陽の世界の中 

   途半端な状態にいることを表している星であります。 

    天恍星の世界は、人間の人生時間の中で青年期に到達する一歩手前 

   の思春期を表す星であります。 
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    この時期は人間にとって一番危険なところであり、運命の三分の一 

   が決定するともいえる時期であります。社会の中心へ歩を進める者、 

   野に下って自由な道を選ぶ者、人生に対して失望し先の望みを棄てる 

   者など、この時期に大まかな方向が決定していく、人間の運命が淘汰 

   される時期であります。いわば、人間の運命の分岐点であり、現実社 

   会での真の存続を問われる関所でもあります。そこに生まれてくるエ 

   ネルギーは現状からの脱皮、脱却の要素であります。 

    そこから、「新しい夢」、「ロマン」、「冒険」の気を生み出して 

   いく。その想念の中には反発、怒りが込められています。 

    占い的表現をすると、青少年の第一の脱皮が今まで育った環境を離 

   れることにあるので、「生地生家を離れる星」、「離郷の運」、「夢 

   多い星」、「幼い冒険心を持つ人」となるのであります。 

 

    心の世界を一言で表現すると「夢多き心」であり、子供の頃は「ま 

   せた子供」であり、成人すると「青春の心をもった大人」であります。 

    運命の脱皮を果たす第一の手段は、生地生家を離れることでありま 

   す。 

 

    夢多き心。 

    陽転すると星の動きが現実の現象として現れ、幼稚で放浪的となり、 

   青少年のような若さがあり、ロマンチストであります。 

    陰転するとエネルギーが内向して精神面の現象として現れ、お人好 

   しで自我を押し出せなくなり、繊細な神経質となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□総合診断□ 
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 理性的で情に流されない人です。人のトップであろうとし、非常に客観的に物事

を判断しようとする性格です。人の心の本質を見抜く性分があり、仕事においては、

その本質、あるべき姿を見抜こうとします。 

 人間関係では情に流されず、ドライで、割り切った人間関係を築きます。自分の

プライベートをあまり見せることなく、そのとき、そのときで、人に対する接し方

を考えて行動します。 

 目的が決まると、その目的に向かって努力することができる人です。 

 平等意識、対等意識が強い性格で、時にワンマン、強引に決断する人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、幸運をお祈り致します。 

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

☆。.:*:・'゚ ★゜'・:*:.。.:*:・'゚ ☆゜'・:*:.。..:*:・'゚ ★゜'・:*:. 

  ■易経より■ 

 

「周易繋辞伝」より 

 易は窮まれば変じ、変ずれば通じ、通じれば久し 

 

「周易文言伝」 

 積善の家には必ず余慶あり 

 積不善の家には必ず余殃あり 

 

                                 自然法算命学 三山 水明 

 

URL      http://www.sanmei.info/ 

☆。.:*:・'゚ ★゜'・:*:.。.:*:・'゚ ☆゜'・:*:.。..:*:・'゚ ★゜'・:*:. 

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 


